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1.緒 ー呈-
ロ

異なる条件下で生育した親植物からの採種種子は発芳

速度に差のあることが知られてし、る。著者らも第 1報で

親植物の栽地環境は着生種子の低温発芽性にも影響し，

しかもそれは種子収穫後の貯蔵により著しく変動するこ

とを報告した。これは種子の低温発芽性が休眠性とも深

い関係にあることを示唆するものと思われる。

著者らは栽培環境として最も重要な日長と温度の 2要

因をとりあげ，それぞれの影響について追究した。すな

わち生育の各段階における短日;処理，種子登熟期間の温

度条件，および減数分裂期における低温処理などが，種

子の休眠性および低温発芽性におよほす影響を調査し

あわせて種子の休眠性および低温発芽性に対するこ，三

の薬剤，すなわち gibberellin，kinetinおよび MH-30

散布影響をも調べてみた。

Il. 実験材料および方法

1) 短日処理に用いた品種は第l報の結果に基づき，

低温発芽性に極端な差があり，かつ休眠性を異にするも

のとして選ばれた愛達， 越ひびき， および Chinmen-

toemen-hongmiの3品種である。親植物の養成には

5000分の 1wagner potを用い， pot当り窒素，燐酸，

加里をそれぞれ 0.7grずつ施用した。 4月21日に pot

に播種し，木葉3枚頃に生育の均一な 10*を残し，他は

138 

間引き，温室内で生育せしめた。短日処理は8時間日長

とし，それに次の 4種類の処理時期を設けた。すなわち

(1)標準区として自然日長に放置， (2)栄養生長期 (6月

20日)から収穫まで短日処理， (3)幼穂形成期から収穫

まで短日処理， (4)出穂期から収穫までの短目処理であ

り，各品種各処理毎に 2potずつが当てられた。発芽試

験に供した種子は各品種各処理とも出穂、後36日目に均

一な穏を採取し，温室内で 5日間乾燥させた後，これを

vinyle袋に入れ， 180Cの恒温室に20日間貯蔵したもの

である。発芽試験のために，高度サラシコ 10倍液の上澄

液に 10分間浸漬殺菌した種子を50粒ずつ3反覆とし，

Liebenbergの発芽試験器に2重の鴻紙を敷き， その上

に種子を置床した。発芽調査は 100Cと180Cで行ない，

毎日発芽粒数を数えそれぞれ40日 30日で締切った。

なお 180Cで30日経過しても発芽しない種子は 300Cに

移しひきつづき発芽を調査した。

2) 種子登熟期間の温度処理における供試品種と，そ

の親植物養成方法は，前記 1)の場合と，同様であり，

温度処理の内容は次のようである。 すなわち (1)標準

(温室栽培)， (2)前後期高ilfiL (3)前期商品t後期低温， (4) 

前期低温後期高温， (5)前後期低温の 5種類である。た

だし，前期後期の区別は種子登熟全期聞を36日とみな

し出穂!から 18日を前期，その後の 18日を後期とした。

なお前期低温の場合は，低温による受精障害が大きい

ので，出荷、から 5日聞を温室で経過させ，残りの 30日の
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前半15日を前期，後半の 15日を後期とした。高温区と

は昼間25
0
C，夜間200Cの phytotron高温区の条件に

よったものであり，低温区とは昼夜とも 17.5土2.50Cの

phytotron低温区におけるものである。発芽試験の方法

は前記 1)と同様である。

なお，減数分裂期の低温処理種子は第3表のような内

容の種子を 1968 年 11~12 月に前記 1) と同様の方法で

発芽調査を行なった。

3) 薬剤散布試験に用いた品種とその栽培法は前記 1)

と同様である。薬剤散布は gibberellinおよび kinetin

の 100ppm溶液を出穂期，出穂後15日の2時期に散布

したものであり， MH-30は2%溶液を出穂後20日に散

布したものである。薬液の散布は，出穂、の不均一なも

のを切取った後， pot当りlOccを穂、を含む全植物体に対

し蒸発の少ない日没後に実験室用噴霧器で行なった。

出穂後36日に収穫した種子を，前記 1)と同様の方法で

乾燥貯蔵し，発芽調査を実施した。

III.試験結果

1) 処理植物およびそれより採穫した種籾の
ニ，三の特性

短目処理，温度処理および薬剤処理が処理植物および

その種籾におよぼす特性の変化を見ると， 第1表，第2

表，第3表，第4表の如くである。

短日処理の場合では，出穂l期は栄養生長期からの短日

処理により愛達，越ひびきはそれぞれ6日， 9日短縮さ

れたのに対し Chinmen-toemen-hongmiは2日間遅延

された。 100粒重は供試3品種とも幼穂形成期から収穫

期までと，出穏期から収穫期までの短目処理区において

最も減少している。この減少は短日処理の影響とともに

低温による影響もあるものと思われ，出穂期の遅い品種

ほどその減少度が大であり，かつ種子表面には多くの傷

が生じていた。

登熟期間の温度処理の場合には，干早長に関して高温区

は標準より高く，低温区は標準区より低かった。 100粒

第1表 短日処理個体の出穏期および 100重粒

栄養生長期から 幼穂形成期から 出穂期から収穫期迄 無 処 理収穫期迄 収穫期迄
ロロロ 種

出穏期 I1∞ 
(月日) I . (gr) (月日) I (gr) (月日) I (gr) (月日) I (gr) 

愛 達 8. 2 2.502 8. 8 2.167 8. 7 2.306 8. 8 2.532 

越ひびき 8. 4 2.386 8.13 1.850 8.12 1.973 8.13 2.650 

Chinmen-toemen- 7.28 2.202 7.26 2.194 7.26 2.140 7.26 2.352 
hongmi 

第2表 温度処理個体の出穏期，稗長および 100粒重

無 処 理 {標 準) 日¥j 期両温後期両温

口口口 種 出穂期|秤 長 lIM重
(月日 (cm) (gr) (月日 (cm) (gr) 

愛 達 8. 8 84.7 2.532 8. 8 93.5 2.693 

越ひびき 8.13 68.9 2.650 8.10 77.5 2.583 

Chinmen-toemen- 7.26 72.7 2.352 7.26 72.4 2.266 
hongmi 

前期低温 後期高温 前期低温一後期低温

口口口 種 !出穂期|梓長 1川重|吋秤長i川重 吋稗長 |1M重
(月日)I (cm) I (gr) (月日)I (cm) I (gr) 

愛 達 8. 8 97.4 2.594 8. 9 82.2 2.470 8. 8 77.4 2.442 

越ひびき 8.10 72.8 2.524 8.13 64.2 2.395 8.13 60.3 2.204 

Chinmen-toemen- 7.26 76.5 2.257 7.26 63.8 2.470 7.26 60.5 2.268 
hongmi 
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第3表 減数分裂期低温処理来歴および稔実歩合

種|処理日Jj I 処 理 内 11オ噌 播種期 収穫期
稔実歩合

(OC) (0/0) 

処 理 120Cに4日間処理 1968年 6月 1968年10月 67 
はやゆき

94 標 準 無 処 理 " " 
18 

処 理 120Cに2日間処理 " " 46 
食林20号

標 準 無 処 理 75 (f (f 

処 理 120Cに4日間処理 1967年 5月 1967年 9月 25 
はやゆき

標 無 94 準 処 理 " " 
10 

処 理 120Cに2日間処理 1968年 6月 1968年10月 46 
農林20号

標 準 無 処 理 78 " " 

第4表 薬剤j処理個体の出穂期，手早長および 100粒重

無 処 理 出穂期 Gib.処理 出穂 15日後 Gib.処理

ロロ口 種 |吋稗長[川重 町稗長l川護 吋稗長 ¥1∞
(月日)I (cm) I (gr) (月日)I (cm) I (gr) (月日)I (cm) I (gr) 

愛 達 8. 8 84.7 2‘532 8. 8 118.6 2.508 8. 8 85.3 2.472 

越ひびき 8.13 68.9 2‘650 8.11 84.0 2.546 8.13 65.0 2.556 

Chinmen-toemen-
7.26 72.7 2.352 7.26 79.0 2.134 7.26 77.9 2.222 hongmi 

出穂期 Kin処理 出穂15日後 Kin.処理 出穂20日後 MH.処理

品 種
吋稗長|川重 吋稗長lu重 吋稗長 \10~ 粒重
(月日)I (cm) I (gr) (月日)I (cm) I (gr) (月日)I (cm) I (gr) 

愛 達 8. 8 2‘600 8. 8 81.0 2.458 8.10 86.3 2.469 

越ひびき 8.11 67.5 2.567 8.13 67.4 2.614 8.13 66目8 2.359 

Chinmen-toemen-
7‘26 77.0 2.221 7.26 75.3 2.257 7.26 74.3 2目062hongmi 

重は低温区で小であり，特に越ひびきにおいて著しい。 温発芽1生におよほす影響を見たのが，第5表である。
また，前期低温区の場合は，収穫期の種子の大部分は， これによると 180Cにおける場合，短日処理により出

緑色の未完熟籾にとどまりかっ，不稔粒も多かった。 穂期が，短縮された品種，愛達，越ひびきにおいては，

減数分裂期における低温処理の場合は第3表の如く， 親植物の短日処理が，次代種子の発芽を促進することが

低温処理による不稔粒の増加が著しい。 明らかである。しかし，処理時期による差異は品種によ

薬品処理の場合は，特に出穂期の gibberellin処理に つて異なり，愛達は短日処理を，早くから始めるほど，

よる稗長の増大が著しい。稗長の増大度は品種により異 発芽の促進度が大であるが，越ひびきの場合は，処理問

なり，長秤種である愛達は，その増大が最も著しいが， に差が認められなかった。反面，短目処理により，かえ

Chinmen-toemerトhongmiの場合はほとんど増大しな って，出穏期が遅延された Chinmen-toemen-hongmi

い。粒重は MH-30処理による，若干の減収が，見られ においては，短目処理期間が長い場合には，発芽力が低

るだけで，それ以外の処理におし、てはほとんど影響がな 下する傾向が見られた。

かった。 ところが 180Cの条件で， 30日に至るまで，発芽しない

2) 親植物に対する短目処理の影響 種子を 300Cに移した場合には第1図に示したように短

親値物に対する短目処理が次代種子の休眠性および低 日処理の影響は相異って現われる。すなわち Chinmen-
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第5表 親植物の短処理が種子の休眠性および低温発芽性に及ぼす影響

栄養生長期 幼穂形成期一 出穂期一収穫期収穫期 収穫期
発芽温度

品

(OC) (%) (%) (%) (%) 

愛 達 100 24目36 100 28.17キ* 100 ， 26.89*キ 98 25.32* 

18 越ひびき 80 4.27 98 8.07*キ 97 8.20** 98 8.07** 

Chinmen-toemen-
19 1.60 7 0.72水 2 0.10* 9 1.03 hongmi 

愛 達 99 4.15 99 7.07** 99 6.21*本 99 5.86** 

10 越ひびき O O 3 0.006 O 。 O O 

Chinmen-toemerト
O O 。O O O O O hongmi 

m 

56 8 m a M M m m R M a ~ ~ 1 5 5 7 9 n s sM 
rl.t正後B数

第1図 親植物の短目処理が次代種子の発芽におよぼす影響
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toemerトhongmiの場合を見ると， 180Cの条件下におい い品種である愛達においては，その影響が， 18
0
Cの場

ては標準よりも発芽率が有意に低くかった，短日処理諸 合とほぼ同じ傾向であるが，低温下ではほとんど，ある

区は，この条件下においては逆に標準よりも発芽率が， いは全く発芽のみられない越ひびき， Chinmen-toemen-

著しく高い結果を示した。 また，越ひびきの場合は hongmiにおいて，いずれの処理区にも全く発芽がみら

180C条件下で短日処理諸区が，標準よりも有意に高くな れない。すなわち，短日処理の影響は種子の休眠性には

った発芽率の差は， 300Cの場合には全く見られない。 著しく現われるが，これが低温発芽性の向上にはほとん

これらの現象は親植物に対する短日処理の影響が，品種 ど影響を与えないことが明らかになった。

により異なることのほかに，発芽調査の温度条件によっ 3) 温度処理の影響

ても発芽率に及ぼす影響が相異なって現われることを意 種子登熟期間における各種の温度処理が，種子の休眠

来するものであろう。 性および低温発芽性におよぼす影響を見た結果は第6表

低温発芽性におよiます影響をみると，低温発芽性の高 の如くである。
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第6衰 種子の登熟中温度処理が休眠性および低温発芽性に及ぼす影響

無処理
前期両温ー 前期間1温 前WI低温 iiiiWHほI且
f愛知]高温 後 J~I低温 後}u!高温 後期低温

ロロ口 種

(OC) ¥ (70) (70) (70) (%) (%) 

愛 達 100 24.36 100 25.25 100 26.42** 100 25.05 99 24.71 

18 越ひびき 80 4.27 35 1.52** 72 3.39 37 1.69** 81 4.12 

Chinmen-toemen-
19 1.60 31 2.86 46 4.46** 2 0.26 2 0.29 hongmi 

愛 達 99 4.15 96 4.48 99 6.09*本 98 4.62* 99 5.10** 

10 越ひびき O O O O O 。 O 。 。O 
Chinmen-toemen- 。O O O O O O O O O hongmi 
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第2図 種子登熟期間の温度条件が発芽におよぼす影響

これによると 180C条件の場合， 愛達と Chinmen-

toemen-hongmiにおいては，前期高温後後期低温区で

最も発芽促進度が大であり，その他の区は標準区と差が

ないが，越ひびきの場合は，前期高温後期低温区と前後

期低温区はともに標準区と差がなく，他の2区は，発芽

力が標準区よりも有意に低下している。すなわち，品種

により反応は多少異なるが，全体としてみれば，前期高

温後期低温の場合に最も発芽力が大であり，逆に前期低

温後期高温の場合に最も小であった。

更に30
0Cの条件に移した場合をみると第2図の如く

である。この図によれば，越ひびきの場合， 180C条件下

でみられた処理問における発芽率の差は，この条件では

見られなくなり， Chinmen-toemen-hongmiの場合は，

18
0
C条件下で，前期高温後期低温区だけが，標準に比べ

有意に高い発芽係数を示した。しかしこの条件において

は，前後期とも高温区と前期高温後期低温区が最も高

く，前期低温後期高温区が最も低く，他の 2区はその中

間で，しかもこの3群は，はっきりと別れており，特に

前期低温後期高温条件が著しく発芽率を低下させること

が明らかであった。

低温発芽性におよぼす影響についてみると，愛達の場

合，前期高温後期低温区において最も発芽係数が大であ
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り，前後期とも高温区が最も小でp 標準と差のないこと わち種子登熟期間の温度条件も種子休眠性には影響をお

は， 18
0

Cの場合と同じ傾向であるが3 前後期とも低温区 よぼすが，低温発芽性の向上には影響を及ぼさないと言

の発芽係数がかなり大で，発芽促進度が標準に比べ有意 えよう o

であった。 しかし，越ひびきおよび Chinmerトtoemen- 次に，減数分裂期における低温処理の影響をみると第

hongmiの場合，いずれも全く発芽がみられない。すな 7表の如くである。

第7表 減数分裂期の低温処理の発芽に及ぼす影響

標 準 処 理
調査温度

ロロロ 種

(OC) (%) (0/0) 

はやゆき 100 17.67 99 14.26*キ
18 

農林 20号 99 15.25 99 15.73 

10 
はやゆき 100 6.24 100 5.87 

農林20号 84 3.62 65 2.60** 

この表から明らかなように， 180C， lOoCいずれの条件 如くである。これによると， 180Cの場合，供試3品種と

下においても，品種，処理およびこれらの相互作用に有 も gibberellin散布による発芽促進効果は著しいが，そ

意性が認められるが， 180Cの場合には，農林20号は処 の散布時期の影響は，品種によって異なり 3 愛達におい

理と無処理の聞に発芽係数の差がみられないのに対し ては出穂後15日の散布が Chinmen-toemen-hongmi

はやゆきの場合は処理による発芽係数の減少が(主に発 においては出穂、期の散布が，最も効果が大であり，越

芽速度)有意である。 ところが 100Cの場合をみると， ひびきの場合は散布時期による差異は全くみられなか

逆に農林20号においては処理による発芽係数の低下が った。

有意であるが，はやゆきの場合はその差が顕著でなし、 gibberellin散布の効果は品種によって異なるが，特に

以上のことから種子登熟期間の温度条件および減数分裂 lj， 2)の結果で， 最も発芽係数の小さかった Chinmen-

期の低温処理の影響も，品種によって異なり，また，発 toemen-hongmiに対する効果が最大で，越ひびきよりも

芽調査温度によってその反応が相異なって現われること 発芽速度が大となったo kinetin散布効果は Chinmen-

が認められる。 toemen-hongmiのみ発芽促進が有意となり，愛達には

4) 薬剤散布の影響 全く影響がなく，越ひびきにおいてはかえって発芽率を

gibberellin， kinetinおよび MH-30散布が，次代種 低下させることが認められた。 MH-30の散布による発

子の休眠性および低温発芽性におよi王す影響は第8表の 芽遅延度は大であり 3品種とも MH-30散布による発

第8表 親植物に士、Iする薬剤処理が種子の休眠性および低温発芽性に及ぼす影響

無処理
出穂期 Gib 出G穂ib15日後 出稲期 Ki. 出K穂in15日後 出穂20日後

発ヲヂ 処理 .処理 処 理 処理 MH処理
温度 日Iコn 種

(OC) (雲)係数 (雲)係数 (雲)係数 (雲)係数 (率%) 係数 (%) 係数

愛 達 100 24.36 99 27.35** 100 29.31 ** 100 25.26 100 25.10 87 5.44** 

18 越ひびき 80 4.27 99 10.63** 99 10.23** 57 3.31* 79 4.25 55 2.09** 

Chinmen-toemen- 19 l.57 97 19.26** 97 16.36** 33 3.59** 37 3.71** 4 0.06** 
hongmi 

愛 達 99 4.15 99 4目83水 100 7.10水本 100 4.26 99 4.15 。。
10 越ひびき O O 14 O 23 O O O O O O O 

Chinmen-toemen- 。。 6 O 6 。 O O O O 。。
hongmi 
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第3図 親植物に対する 2-3薬剤散布が種子の発芽におよぼす影響

芽係数の低下が者しかった。

更に， 30
0
Cに，移した場合の結果は，第3図の如くで

ある。

これによると，越ひびきの場合は各区とも供試種子は

ほとんど発芽し，処理問の発芽率の差はみられないが，

Ch inmen -toemen -hongmiの場合は，発芽率の低かった

gibberellin処理以外の各区とも 180Cの場合より発芽

率は著しく高い。特に kinetin散布の効果がより高く

現われ，かつ，散布時期による差異も生じた。これに対

し，標準と MH-30散布区間には，発芽率による差がみ

られない。すなわち kinetin散布の効果は，品種により

それが現われる場合と，現われなL、場合とがあるが，

その影響程度は発芽調査温度により異なり， MH-30散

布の影響は， 18
0

Cの条仲下では発芽速度を遅延させると

ともに発芽率も低下させるが， 30
0
Cの条件て‘は発芽は遅

延しでも，発芽率は低下しないことが認められた。

これら，休日氏打破による発芽促進および発芽抑制が低

温発芽性におよぼす影響をみると， gibberellin処理に

のみ愛達において発芽促進効果が有意で，特に，出穂後

1日5臼散布の場合最もミ著奇しL、、。)越i凶遮ひびきの場合も gゐ

be児er陀ellin処理区は若若-干の発:芥芳茅:がみられ，原準に比べ，発

芽"fsが有意に高かった， gibberellin処理により，休眠

打破効果の最も大である Chinmen-toemen-hongmiに

おし、てはほとんど、発芽がみられなかった。

IV.考察

親随物に対する短目処理が，次代種子の発芽を促進さ

せることは長旧ら2)，高橋3)，岩崎町，岩下4)により報告

されている。長田ら2)によれば，短日処理による次代種

子の発芽促進は，短日処理により親植物の出穂、期が短縮

される stageにおける処理の影響が最も大であると述

べている。本結果によれば愛達の場合はこの結果と一致

するが，他の 2品種については必らずしも一致しない。

その原因は明らかではないが， {共試品種中愛達の場合は

良く一致すること，発芽調査温度によってその影響が相

異なって現われることなどから，その原因は，品種の特

性，積一子の収穫後，発芽試験までの前歴および発芽調査

温度の相異などによって，理解さるべきものと考えら

れる。

種子登熟期間の温度条件の215響は，品種により，ある

いは発芽調査温度により，多少の相違はあっても，全体

として見れば前期高温後期低温の場合に最も発芽が促進

され，前期j低温後期高犯の場合に最も抑制されるといっ

てよく，このことは池橋5)の報告とも一致する。

減数分裂期における低温処理が，発芽におよほす影響

については，品種により ，180Cの場合とlOOCの場合，

逆関係にあるカしこの原因は低温処理そのものに対する

品種の特性なのか，貯蔵による発芽性の変動によるもの
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かは現段階では明らかでなし、。

gibberellin散布については，従来報告された種子の

浸漬処理の効果が微々たるのに比べ，休眠打破に著しい

効果があり，世代短縮など収穫直後に播種を望む場合に

は，実用的に利用し得る方法であるが， kinetinの効果

は，特殊な品種にだけそれが現われることは，今後の追

究を必要とする問題である。

池田6)によれば， 出糖、後15日に2%の MH-30溶液

を散布しても，結:発芽を防止することは不可能であった

が，発芽後の芽生の伸長を著しく抑制し， ~~乳の軟化の

程度を減じて穂発芽による減収を少なくするに役立つと

述べているが，著者らの実験によれば出穂、後20日の植

物体に 2%MH-30溶液を散布した場合の種子で、は，比

較的低温下において顕著な発芽率の低下と，発芽抑制効

果とを表わすことを認めた。

これら親植物に対する処理が，低温発芽性におよぼす

影響を第1報の結果を参考として考察すると，親植物の

栽培環境の影響は低温発芽性の高い品種には現われる

が，低温発芽性のもっとも低い或は，低j昆下においては

全く発芽のみられない品種に対しては影響のないことが

明らかとなり，特に，休眠打破に著しい効果のある gib-

berellin散布によっても，低温発芽性の向上が認められ

ず，むしろ，越ひびき，愛達の場合では，収穫後の種子

貯蔵が，それをより向上させるなどの事実から考える

と，低温発芽性は，親植物の栽培環境よりも，収穫後の

貯蔵の方が重要な意義を持っておるものといってよL、。

貯蔵の影響の詳細は，次の報告にゆづるが，低温発芽性

は比較的安定性のある品種の特性として理解されるもの

と思われる。

v.摘 要

親植物に対する短目処理，種子登熟期間中の温度条件

および減数分裂期における低温処理，または gibberellin，

kinetinおよび MH-30などの散布が，次代種子の休眠

性および低温発芽性におよほす影響を追究した，その結

果を要約すると次のようである。

1) 親植物に対する短目処理は，休日民性に影響をおよ

ほし発芽を促進させた。しかし，その効果は，品種に

より，または発芽調査温度により，相異なって現われた。

短日処理の時期による発芽促進効果も，品種により親植

物の出荷、期が短縮される stageにおける短日処理の効果

が最も大である場合と，処理時期による効果の差異が見

られない;場合とがあった。これら，短日処理の低iMt発芽

位におよばす影響をみると，その高い品種においては，

休日民性におよほす影響とほぼ同じ傾向にあったが，その

最も低い，あるいは，低温下では全く発芽しない品種に

おいては，いかなる処理の場合にも，低温下では発芽は

みられなかった。

2) 種子登熟期間の混度条件も休眠性に影響し，前期

高温後期低温条件は，発芽を促進し，前期低温後期高温

条件は，発芽を抑制させるが，その影響は品種により，

あるいは発芽調査温度によって多少異なる。しかし低

温発芽の場合は，低温発芽性の高い品種においてのみ，

休眠性におよほす影響とiまほ同じ傾向であり，その最も

低い品種においては，全く発芽がみられなかった。

3) 減数分裂期における低温処理の影響は， 18
0

Cの場

合は， はやゆきにおいて発芽が遅延され， 農林20号に

は影響がみられなかったが，低温発芽の場合には，農林

20号において処理による発芽抑制が顕著であるが，はや

ゆきにおいては，それがほとんど認められなかった。

4) gibberellin散布は供試3品種とも休眠打破効果

が著しく，発芽促進効果が大であるが，その程度は品種

により，または発芽調査温度によって異なり，散布時期

の影響も品種によって相異なって現われた。しかしこ

れら休眠打破効果は，低温下の発芽を促進する上での効

果とはむすびつかなかった。

5) kinetin散布は， Chinmen-toemen-hongmiにの

み，その休眠性に影響し，発芽向上効果がみられたが，

その程度は発芽調査温度によって異なり，また，低温発

芽性には影響しなかった。

6) MH-30の散布は発芽に著しく影響し，比較的低

温下においては発芽率を低下させ，また著しい発芽遅延

効果も伴なった。
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combined with low temperature of late part of seed 

maturation showed more promotion of seed germina-

tion， while the low temp巴ratureof early part of seed 

maturation combined with the high temperature of 

late part of seed maturation decreased the germina-

Summary tion coe伍cient

In the preceeding report the authors reported the These e任ectswere apparent in the seed germina-

varietal differences and th巴 effectsof growth condi- bility at low temperature in Aedal， but other two 

tion of the parent plants on the seed germinability varieties did not germinate at all under the low 

at low temperature. temperature in any case of temperature treatments. 

In this experiment， the authors studied the e妊ects 3) The low temperature treatment at the stage 

on the seed dormancy and germinability at low of meiotic division indicated signi五canteffects of de-

temperature wh巴nparent plants were applied short creasing germination coe伍cient，but this e妊ectvaried 

day treatment， various temperature treatments during with varieties and temperature of germination tests ; 

seed maturation， and low temperatur巴 treatmentat in the case of test under 180C， germination coe伍-

the stage of meiotic division， those are the most im- cient was decreased in Hayayuki variety by the 

portant climatic factors as growth condition of the treatment， but was not in Norin 20， while th巴 ger-

parent plants， and studied also the effects of gibber- minability at low temperature of Norin 20 was 

ellin， kinetin， and MH-30 applied to the parent decreased by the treatment， but was not in Hayayuki 

plants those have close relation with seed dormancy， in the case of the test under lOoC. 

on the seed dormancy and germinability at low 4) Th巴 gibb巴rellinspray applied to the parent 

temperature. The results of this experiment may plants showed outstanding promotion of seed ger-

be summarized as follows; mination and this effects varied also with varieties 

lj The short day treatment of the parent plants and temperature tested seed germination. This 

had considerable effects on the seed dormancy， thus e任ectvaried by th巴 timeof gibberellin application 

it showed signi五c在日tpromotion of seed germination. on the parent plants with varieti巴S

But this e妊ectsvaried with varieties and temperature This outstanding e任ectdid not improve the seed 

in germination tests of the seeds. The short day germinability at low temperature in two varieties 

treatment from young stage showed more promotion that are the lowest in the seed germinability under 

of seed germination than that of late stage of the low temperature. 

parent plants in Aedal variety， but no di旺erencesin 5) The kinetin spray applied to the parent plants 

its effect between treatment in 0 


